
航空機に影響を与える乱気流の予測モデルの開発（２０２３年度～２０２４年度）

AIの技術を用いて気象予測の精度と信頼性を向上させることで、様々な業種において、リスクを最小
限に抑えながら業務を遂行できる環境を提供する将来像を考えている。その一つ目として、航空機に影
響を与える乱気流に着眼し、最新の研究成果を基に、従来のものと比べて全く新しい手法で乱気流を精
度高く予測する技術を確立した。
精度の高い乱気流予測情報を作成し航空会社へ提供することで、安全性・経済性の高いフライトを実
現し、重傷を伴う航空事故を回避するだけでなく、乱気流遭遇による燃料消費量削減及びCO2排出量の
削減を通じて持続可能な未来の実現を目指す。

本研究開発では、世界の主な航路を対象に、AIを用いた乱気流予測モデルを構築することで課題解決
を図る。具体的には、“いつ・どこで乱気流が発生するのか”という精度の高い予測情報を提供することで、
最適な航路を実現し、安全・経済面の課題を解決する。また、下記に掲げるPoCを達成することで、構築
するAIモデルを用いたフライトの安全性の向上を目指す。

① 国際線データを用いた世界の乱気流に対する予測モデルの構築
② 構築した予測モデルの予測精度向上
③ 航空業界における乱気流予測情報の市場調査
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本研究では、世界全体を７つの空域に分け、それぞれで過去に生じた乱気流の発生位置・時間と気象
データから、乱気流の発生を予測するモデルを構築することに成功した。世界全体へと拡張していく上で、
データセットの構築方法や学習方法など、様々な検討を行い、各空域で基盤となる予測モデルを構築す
ることができた。一方で、特にデータ数が限られる空域においては、まだ高い予測精度を実現できていな
く、今後の課題となった。
また、航空業界と考えられる業界を対象に幅広くヒアリングを行い、本モデルを基にした突風予測が、ド
ローンやeVTOL、自然エネルギー発電などにも展開が期待できることが分かった。
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